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製縣用水の研究第四
製懸用水中に舎有せらる、鐵及i饗土諸盤の

繰蘇上に及ぼす影響に就きて

井　上　柳，梧

早乙女新一郎
　　　　　　　　第一章　　緒　　言

　署者等は製線川水の研究第三　に於で製縣川水中に含有せらろ」石次及苦土

盛に就きて論ぜり。是等石灰及苦：ヒ盤こ大略同襟なる關係にある。是專諸種o）』

鞭類に關してもma－・なる法によりて嗣：究せり。是等諸鞭に關しては本多岩訳廊

氏o）研究有り磁さも著者等は石次及割湘の揚合NS同様に繭勝解鍬こ及ぼむ

影響を韮ミして研究し次の如き結果に到達せり。

　　　　　　　　第二章　　鐵i塩に關する實1験

蹴撮も一脚天然艸に鮪せらる城分・）一なり燃して・…に

容易に吸著せられセリシンは是都が篇めに溶解度を減じ從て解紆を不良ならし

むる霊共に生縣は着色すべし夫故に鐡賂は繰綜上最も沙意を要すべきものの一・

なり。本實験に就ては第二盛化鐵、第一硫酸鐵b第二硫酸蛾及鐵明鋒に就きて

實験せり。

　各睡類の實瞼に使用せられたる液の濃度は≡次O）如し

　　　　　供試盤1の溶液の濃度（蒸溜水100000分申0）瓦！教）

靴第二鐡 u第到硫灘ご鐵f鐵明勤
FeW蕊，　　ざ欝）i　8岩も19°・）・n。。。「

　0．Ol　　　　　　　　　　O．Ol　　　　　　　　　　O．Ol　　　　　　　　　O．01

　0’02　　　　　　　　　　　　　　0．02　　　　　　　　　　　　　　0、02　　　　　　　　　　　　　　0．02

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
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O．03 O，03’ O．03

0．05

0．1

0。5

LO

0．03

0．10

0．5

LO

第　一　露盲　　　　賂　fヒ　第　二：　鐵

（1）　解　　紆　　線

前記せる聾化第二蛾の盗種の溶液を使用し膏熟の繭贋に就嚢實駿を行へり。實

験の法は前記せる石灰及苔土臨の揚合釧司様なり。即ち出來得ゐ限り不純物を

除去したる繭暦に蒸溜水：oO蝿を加へ逆流冷却装置を附して一定時間震沸し

たゐ後直に吸引濾過し其濾液中の窒素を定量して無水繭騰に封する％を求めて

其繭贋中のセリシンの溶解度を表はし是れによりて著者の所謂解箭曲線を求め

たり其結果は訳の如し。但し繭暦の水分は9，43％なり。

冠分閲叢沸

@　鯛

ヤ分問擬沸 三十分問賓沸 一時問嚢沸
@　　　　1

L，詐㈱｝

蒸　溜　水 0・67…巧 O・79溺 1・08箔 1・55％

「　　　　199％

o．oo5／100000 O．53 0．69 1．19 L58 2．H

o・01／100000 O．57 0．69 1．71 2．！1

0．02／100000 0β3 q62 1　　1．24 L68 2・00．

α03／10Qooo 0．51 O．63 L22 1．67 璽l　L86

鱗以上の結果より解劔曲線を求むる時は次の如し。
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δ
！，藪潮・
・a…　卿勅卿磐囲π砥ヨ
3・a・　O！／／’arre　d－V　〃

ヂ・d・e2〃nv　d“v　〃

四9偽3

　　e・S”0　　　3ぴ分　　　　lec＄　　　　　　　　　　　亙轍

以上σ）糊ほり界・塒は0μ／・⑪⑪000の濃度まで｛妙しく蒸溜水0場合に比

して曲線瞬するも是れより濃度僅かに」勘ける畝第に’ド1；紛。然し雌は

誠に僅少なりo

　　　（2）　嚢繭及繰締湯0）色の濃度

　供試繭粒数100其電量・磁瓦を取り賂化鐵の前記せる各種の溶液を使川し震繭

及繰綜を行ひtc為後其奨繭湯及繰縣湯0）色σ）濃度を尚li記の法（製綜用水の研究

第三）によりて測鴬し次の如き結果を得たり。

供試液の濃度　　　　叢　　　繭　　　湯　　　　繰　　　縣　　　湯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
一　　　　〇・oo5／100000　　　　　　　　　　　　　　　410　　　　　　　　　　　　　　　　　2go

　　・。1／1。。。。。1　　、、。　　　31。

0．02　／　IOOOOO 510　　　　　　　　　　　　　2go

。。＿°’°3／墨゜°°°°

@　　53°　／　　42°
　以」二〇）結果より見る時は責繭及繰綜湯の濃度は盤化鐵0）濃度の壇加する霊共

に塘し爾湯の著色する事著しく殊に十万分の0，03の濃度に於て着色の程度は殊

に著顯になるべしo　　　　　　　　　　’

　　　（3）　　繰　　｝li糸　　言rt　　験



44　　　　　　．　　　上田癒綜專門學校i司窓會報第十間號

次0）結果はr．：回の亭均敷を示す。

蒸溜水

供試繭粒数（粒）

俳試繭露蹴て筑）

鋤｛額（分秒’e））

繰絵｛羅（讐μ

総　　噂　　間（分秒）

揚　繭　数（粒）

幾　　繭　　数こ粒）

緒　　緯　　量　（瓦）

蝋　　襯　　量（筑）

履物　合計（瓦こ

蠕　　重　　星（瓦）

生　　線　　量　（瓦）

勤一罰繰緕時間（瓦）
時間
SWtlLt封総時間（瓦）

　　｛

ll｛欝鵬霧

解　　　　　　　曾予

纐　　　　節　（個）

繊　　　　　度（デm・一ル）

強力（i動テ“＝　一ルXti）

、伸　　度（％）

色　　　　　　　澤

脚　　　　　　　感

　　　　　髄

　100

　44
　600

94－96

37，00

78・－79

43．00

　　0

　　5

1、0827

13500

2．4327

22，79

　14．87

24．11

20，75

　2，29・

　2．53
表壷トナリ
上暦ヅル節
上昌

　　33
14．13

3．86

21．7

塩　　化　　第　　二　　鐵

・・。。5／1。。・・。1・・。王／］o。o。01　o・02／J。o。。。1。03／100。。・

1　10。

　　44

　　5。45

　94－98

　33．30

　79－80

　39，15

　　　0

　　　3

　1．0508

　L1197

　2．1705

　22欄86

　15．56

　27、86

　23．79

　　2．09

　　2♂Bl

蒸溜水ト
大差ナシ

　　39

　　14．5

　　3、83

　　1　9．2

穂舗啄ヲ
糟プ　、

　粗

　100

　44
　5．45

94－98

34．00

80－81

39．45

　　0

　　2

0．8893

1．1256

2．OI49

22．44

15．64

27．6

23．6

　ZIO

融不良

　　22

　　14

　　364

　19，8

色ノ濃慶
淡シ

　粗

1

　100

　44
　6。30

94－98

37．30

80－81

4400

　　0

　　4

1．2270

L4！94

2．6464

22．27

】4、91

23．86

2Q．33

　2、31

2鯛　　2・57
　　不良湾皮離シ
　　テ繍清無難

｛

　13
　14．5

　3，48

　168

稽濃厚

組

　翌00

　44
　　7

94－98

40，30

80－82

47．30

　　0

　　4

L3919

L2760

2．6679

22．28

14．68

21．74

18．54

　2．45

　3．14

不良落緒繭甚
タ“多ク索緒及

繰詰簸難

　29
　13．5

　3．70

　17．0

濃厚

粗
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E亜三　　季吊　　オく　　う》　　（％）　　　　Io・54

緒絵水分r獣）　922
虫前　　暑親　　フ∫く　　5｝　　（％）　　　　7．53

謬醗｛諜劣　；1

　10．50

　5．55

　6．43

64－58

62－68

1、5引　1。，1「1。，。
　　　i　　　　　　　　　　　　1

　7，87　1　　　　7．55　 〕　　　　7．81　　，

　　　1　　　　旨
7’87 P　7軸52レ792

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

63－64　1　　　62－62　　「　　　65－－65

　　　1　　　　　　　1
65－69　　　　70－70　　　　　70－70

　　　1　　　　i

　以上の實験の結果より見る時は賂化第二鐡は其濃度1（1万分の（，．⑪2の濃度に於

て明かに解斜に影響するものなり。此濃度に於ては螢ト時間雄締表ll：も著しく滅

少す生綜の強力に於ては著しき難異を認めざるも紳度に於τは］0万分の0．02よ

り著しく滅少し生綜の色澤も濃厚の度を」曾加す。

　是等の結果よりして鞭化第二戴に於ては十ノi分0）0，｛｝2を以て限堺ε爲づを適

當なりE思考せらるsなり。

第二齢　　硫酸第一鐵

　　　　（1）　　　　角鞠｛　　　側；　　　ll五1　　　宗当整

　前記せる各種の濃度の硫酸第一鐵σ）溶液を以て本乾膏熟種σ）繭滑に醗きて實

験を行ひ訳表に示せる如き結果を得ナこりσ倒し表中の数字は無水繭暦に樹する

可溶性窒素の％を示せりo

供　試　液

蒸　溜　水

o，oo5／　100000

0．Ol／looooo

o．02／100000

0・03／100000

五分間揃沸1十分間捌｝

o．67，、　1

0．55 @1

0、601

0．50

0．46

0．79％

070

0．75

3．63

0．53

膏分間賓沸

LO8％

L23

L23

1．iO

O，77

一一條ﾔ嚢沸　二時間餐沸

1，55。i　1．99。

　　i
1．58　　i　　　　　　2，14

　　i
1・46　　：　　　　　　2．19

　　1
1．33　　1　　　　　　2．13

1，17　　I　　　　　　LgO

嶽上の結果より解斜曲線を求むり時は訳の如じ。
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3

　t，藍♪翔r
　箔σゆ・卿一でre（SO　vノ

鴛二㌶離．z
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ壌4

－…≠琴タ『”iL：x’／

　　　　　／

　βs1e　　30s・　　　．l　　　　　　　　　　　z

　以」：o）結果より見る時は、硫酸第一鐵はo．01／1000｛｝oの濃度迄は繭贋o）溶解

度」曾加するも是れより濃度喰加する時は溶解度は訳第に減少すべし。

　／”　　（2）　震繭及繰緋湯の色の濃度

　供試繭本乾青熟種一〇〇粒其重量四四瓦に炎繭湯一立及繰綜湯四立を使州し

て繰綜を行ひ其炎繭及繰綜の爾湯に就き℃前記の法1こより液0）色0）濃度を測走

し次0）承占県をそ暴ナこり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

供試液の濃慶　　　　黄　　，繭　　　陽 繰　　　練　　　湯

　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
0．OO5／　100000　　　　’　　　　　　　　　　　　　　66　　　　　　　　　　　　　　　　　　33，3

0．01　／100eoo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71、4　　　　　　　　　　　　　　　　31．4

0・02　／100000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　59，3　　　　　　　　　　　　　　　　　38．7

…ノ1。・・。・ p　　・7　・1　　・2・・

；　　是れより兄る時…は液0）濃度塘加しO，03／100000に到る時は嚢繭湯及繰綜湯0）

　　色0）濃度は著しく著色度を檜加する審を見るべし。

　　　　　　（3）繰綜試験
　　　前項に於て記せる如き條項に捷ひ繰綜試瞼を行ひ次の如き結果に到達せり。

　　訳の成績は同一試鹸を二回反覆したる李均優を示せりQ
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，　　　　　　　　　ua

蒸溜水

　　　温度（c）

嗣膿鷲）
総　　時　　間（分秒）

揚　繭　敷（粒）

淺　繭　敷（粒）

緒　絵　鍛（瓦）

蝋　槻　量（瓦）

屠物合計k瓦’
蝋　重　彙（瓦）

曳　綿　量（瓦）

封一封繰聯時間（Td）

時間　　　　　L
生羅鋤総時間（瓦）

　｛

ll｛灘翻

解　　　　　　好

瀬　　　節（個）

繊度（デニー’レ）

強力（封テ・’‘二一’レ瓦）

伸　　　度（％）

色　　　　　澤

鯛　　　　　感

蕉紬水分（％．）

94－96

37、00

78－79

43．00

　0
　5
！．0827

1，35QO

2、4327

22．79

M、87

24．11

20。75

2．29

2，53

表蛍トナリ
上暦ヅル節
上ル
　33

14．13

3．86

21．7

10，54

硫　酸　第　一一・・　繊
…5／1・・。・・1…／1・。・・1・・2／1。・。。。1…3／1…。・

1・・11。・

　44
　7．00

94．－98

37．30

80－81

44．30

　0
　4
1，2115

1．1514

2．3629

22，29

15．ll

24．17

20．37

2。29

2．57

蒸溜水ノ携合
ト大差ナシ

　　39

　13．62

　3，88

　18．90

着色ノ度
少シ

　粗

　10166

　44
　8，00

94…98

33．30

80－81

4L30

　　0

　　3

1．1769

1．2185

23954

22．96

15．30

27．40

22．12

　2．11

　2．43

零娘好

　56
！4．25

　4。IO

19．00

ク，

ク

10，35

　100

　44
　8．OO

94－－98

37．00

80－81

45・60

　0
　5
1，1994

12869

2．4863

22，77’

15．26

24、74

20．35

2．25

2．57

蒸溜水ノ揚合
1・大差ナシ

　55

】4．25

3，96

19．50

脅

〃

10．22

1　100

　44
　8」5

94－98

42β0

80－81

50．45

　0
　5
L2734

1，5032

2．7766

22．66

14．69

20、74

17．36

2．53

3。27

落緒繭多グ
解爺不良繰
謂眼難
　57

14．25

3、89

18．20

〃

〃

10。39
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緒赫水分（％）
蠣　襯　水　分　（％）

難響雛麗1

9，22

7．52

72

73

　5．79

　5．S8

54－54

66－66

　7，16

　7，27

52－54

65　一・　65

　　　i　8．33　　　　　　　　8，90

　8．74　　　　　　8，77

64－64　　　　　64－64

64－－64　1　　64－66

　以上の結果より見る時は十万分の0．02の濃度に到る迄は繰綜上に於て少しの

影響あらざるも十万分0）0．03に到る時は嚢繭及繰綜時間は長くなり落繭の数を

塘加し鱗杯郎なり繍勲叢訟り騨㈱加醐感粗狽鯵え・さ鵬力には

大差を見す然し紳度は稽減少せり（・1三綜の著色程度は壁甦化鐵の揚舎L・：比して募し

　　　　　　　　第三節　　硫酸第二戴に關する實験

　　　　（1）　解　紆　曲　線

　前舐せる各種の溶液を使用して青熟種の本乾繭に就きて實験を行ひ択0）如き

結果を得たり。

供　試　液　五分間費沸　十分間撹沸
葡問翻、に，欄麟　、”・sffil＋ut．沸

　　　　　i

（1）蒸　溜　水 0．67％ 0．79％ 1．08％ 1．55％ 1．99％

（2）0，005／100000 O．58 0．88 1」4． 1．60 2．06

③0・Olソ100000 O．58 0．89 1．14 1．64 2．08

（4）0．02／100000 0．55 O．79 1．u L60 2や00

（5）O・03／100000 0．51 0．77 LO6 150 1・87

（6）0・05／IOOQ◎O O．54 0．72 LO6 1．32 1・76

（7）O，OIO／IOOOOO O．43 O．62 1．15 L64 L79

（8）o．5／100000 0．41 0．56 1．20 i．65 1．82

（9）　1／100000 0．35
0．55　㌧

1．00 1．66 201

　以上の結果より解醇曲線を求むる時は次の如し、Iih線は伺れも亦接近して居

りて是れを悉く記載するは餓り複雑霊なるを以て是等の中より五の揚合を撰み

て配載すべしQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
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％
3

ノ

～、鈴駄
を玖δ房兜喫’飛バ：“e・9iノっ
」：ゆ・°3／ノcrPtre・　　・　　：J
ツ・o・！oんmr”t・－ab－－v

9、！・oみou”c・一か”’m　　・　　　　　’

　05！a　　　30分　　　　x》ヨ　　　　　　　　’Z雑ぎ

　以上の結果より見る時は硫酸第二鐵に於ては其濃度」曾加するに從ひ繭暦の溶

解度は次第に減少するも最初の短時間震沸したる時のみにして一時間欺ヒ蓑沸

する時は其溶解度は濃度低きものに比して大差を認めす。

　　　　（2）　嚢沸及繰綜湯の色の濃度

　本乾繭青熟種100粒其重量44瓦に就きて叢沸湯一立及繰綜湯四立を以て繰綜

試験を行ひ其繰綜湯及賞繭湯の色の濃度に就きて前認の法にょりて實瞼を行ひ

次の如き結果を得ナこり◎

供試液濃慶　1蚤　繭　揚　　繰　縣　湯
　　　　　　　　　F

0ρ05／　100000

0．OI／】OOOOO

O，02　／　100000

0，03／100000

1000　　　　　　　　　　　　　460

78　　　　　　　　　　　　　　36

83　　　　　　　　　　　　　　　44

83　　　　　　　　　　　　　　59

以上0）結果にょる時は嚢繭湯及繰綜湯も供試液の濃度の増加に從ひて著しき

慶化を見ざるなり然し實験範國に於ては他0）鐡盤に封し撹繭及繰綜爾湯共に其
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濃度高し。

　　　（3）繰懸試験
　本乾繭青熟種を使用し薗項に於て記載せる如き條件によりて繰綜試瞼を行ひ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
次σ）身rlき結果なぞ尋ナこり、）

蒸溜水

　　供試繭粒撒（粒）

　　俳試繭煎景（瓦）

蒲｛紫灘）

1繍｛膿鷲）

　　総　　博　　間（分・秒）

　　揚　繭　撒（粒）

　　淺　繭　数（粒）

　　緒　繍　貴（瓦）

　　蝋　襯　最（n）

1　1護｝物合計（瓦）

　　蝸　黛　　澱（瓦）

　　生　糸糸　灘（瓦）

蜘｛灘驚

ll膿瑠
　　解　　　　　　好

　類　　　　節（個）

　繊　慶（デ轟一ル）

　強　力（封ダニ陶ル瓦）

　Ioo

　44
　6．00

94－－96

37’00

78－79

43．00

　　0

　　5

1．0827

L3500

2．4327

22．79

14．87

24．11

20．75

　2．29

　2，53
表as　1・ナリ

上層ヅノ嚇
上ル

　　33

　14．13

　3．86

硫　酸　第　二　鐵
・…5／1・・。・・1・・。1／1・・…1卿・。…1・…！1。。。。・

　100

　44
　6，30

94－98

38．00

80－8！

44．30

　　Q

　　6

1．2419

L3941

2．6360

23．05

14．60

23．05

19．68

　2．36

　3．03

蒸溜水ト
大差ナシ

　　29

　13．85

　4．08

　100

　44
　　8

94－98

37．00

80－81

45．00

　　0

　　4

1．3278

1．2801

2．6079

22．82

14．88

24．13

19．84

　2、29

　3．01

稽不良

　19
1395

　3．94

　　100

　　44

　830
　94－98

　38、30

　80－81

　47．00

　　0

　　4
　1．4538

　1．2668

　2．7206

　22．32

　14．70

　22．91

　18．76

　2．37

　3．12

不　　良

　　23

　14°50

　3．86

　　100

　　44

　8．15

94－98

　41．30

80－82

　49．45

　　0

　　5
　1，3435

　1．2238

　2．5673

　23．10

　15．00

　21．68

　18．09

　2．46

　3．20

不　良

　　10

　14．05

　3．81
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仲　　　　tXE（％）

色　　　　　　　　澤

鯛　　　　　　　感

生縣　水　分　（％）

緒縣水分（％）

姻襯水分（％）

欝｛麟塾

2L7

10。54

9．22

’　　7．52

　　72

　　　18．2

，蒲色淡シ

19…LL　硬

　　10．32

　　　9．27

　　　8．60

　　　54
　　F
73　1　　　　64
　　1

　　20．8

着色淡シ

粗　　硬

　！0．33

　　19．7

櫓灘シ

粗　　硬

　10．15
　　L
6．24！　8．08

6．79　　　　　　　8．28

55　　　　　　S4

66　　　　　　63

　　】9．9

鞘濃シ

瓢　　硬

　】030

　　7．85

　　8．09

　　54

　　62

　場上の結果によれば硫酸第二蟻盤の蝪合に於ては十が分の0．OOJ「の溶液にて

は蒸溜水の揚合に比して大差無きも十万分の0。01の濃度に於ては己に嚢繭時間

は稽長くなり繰綜時間は蒸溜水の揚合に比し大難を認めざゐも一一…時間に鋤する

生懸量は梢減少し解斜は稽不良ミなるなり。是れより濃度塘加する時は解斜は

i次第に不良ごなるなり。以上の事實よりして本盤の溶液に於ては一1・万分の0．0ユ

の濃度を以て限堺電なし是れより濃度喰加する時は繰綜．1二に影響を來すものな

り。

　　　　　　　、第四節鍍明馨に關する實験

　　　　（1）解　命；曲　線

画ll記せる各種の鐵明鯨（Fe暑（s・4）．9　k　L｝　so　．t）σ）溶液を使川し本乾繭青熟の繭腿

に就きて貢il認の法により可溶性窒素舐を求めたるに次の結果を得たり。

（1）蒸溜　水

（2）　0．005ノ　！OOO◎0

（3）　o．Ol　／　looooo

（4）o．02／100000

　0．03／100000

　0．10／IOOOOO

五分間i黄沸

0．67％

0．50

0．57

0．50

0．48

0．45

十分間覆沸

o．79

0．71

0．77

0．70

0．67

0，56

惜分間競沸

i

1．08

1．26

1．34

1．25

1．04

LO！

一騨ト時㈱

1．53

L74

L77

L69

1．55

1．58

1。99

2．09

2．17

1．99

1，95

2．09
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　　　　　　　l　　　　　l　　　　　I
（：S）O・50／10。0。Ol　O・441　α55　　0・95　　L52　　2・06

・・川1・・…1・・32　i・…　93　1・58　2・18

　以上の結果を曲線を以てメ」ミす時は吹表0）如しe但し曲線0）複灘せん事を避け

る篇めに敷種を撰びて罷載す。

　以上の結果より見る時は蛾明鎌の溶液は其濃度を塘加するに從ひで五分間よ

り一時間蓬の解好曲線は吹第に下降するも鐵臨の吸着によりセリシンは次第に

其溶解度を減少するも是れより嚢沸時間を塘加する時は其濃度によりて著し嚢

難異を現はさざるなり。門是れ恐らくはセリシンによりて牧著せられたる餓瞳は

昼時間の震沸によりて除却せらるSによるならんか。

　　　　（2）叢繭湯及繰綜湯の色の濃度

　青熟木鵠繭一〇〇粒に罫し嚢繭湯一立繰綜湯四立をtWJIIして繰綜試験を行ひ

其爽繭湯及繰綜湯の色の濃度を前記の法によりて決定せりo其結果次の如し

供試　液濾度　　　　説　　　繭　　湯　　　繰　　　綿　　湯
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　0
0・005／100000　i　　　56　　　　　　33
0．Ol　／100000　　　　　　　　　　　　　　　　62．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　26．3

0．02　／100000　　　　　　　　　　　　　　　　　66．6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35

α゜3／1°°°°°

@　　77・2　！　　3°・3

　ユILI二の結県より見る時は水璽簾に於ては他0）聰獺に比して特に彊異ある腱を兄

宇。然して願獺の濃度」曾加する時…は震繭湯は共濃度を檜加す。

　　　（3）繰綜　試験

　青熟水乾繭一一・一〇〇粒其重量四四瓦を蹴て嚢繭湯一・立繰縣湯四立な使用し繰綜

試験を行ひたり其結果≡次の如し。表申の撒字は二回σ）蜜搬に於ける不均教を示

せり。

供試繭粒数　（粒）

供試繭颪澱　（瓦り

1sc繭浴i解

繰絡 o撒讐
総　　時　　間（分秒）

揚　　繭　　敬　（粒）

窺　　繭　　数　（粒）

緒　　紙　　彙　（琵）

蝋　　襯　　量　（瓦）

寿子　　　牛勿　　　含　　　言十　　　（冗）

蠕　　慮　　量　（瓦）

蒸溜水

　100

・　44

　6．00

94－96

37．00

78一フ9

43．OO

　　O

　　5

1．0827

1’．3500

2．4327

22．79

轡箪（瓦・戟E87

戴　　　　明　　　　磐
…5／1・。。・。1…〃1。。。・・1…2／1。・・。。1　・・。・／1・・。。・

　工OO

　44
　7．王5

94－98

35．45

81－82

42．30

　　0

　6．5

1．2186

L4005

『1。o　l　IOO

44　　　　　44

8i・　　8
　1

　　　i　’
2．6281　1　　　2．5211

22．61　　　　　　　23．06

94－98

　32．30

81－82

　40．30

　　0

　3．5

12132

t13079

1　94＿98

　　33．30

　　81－82’

　　41．30

1　・
　3．5

1．1077

1．3405

2．4542

23．03

14，58　　　　　　　14．98　i　　　　14．73

　　　　　　　1

　　　100

　　　44

1　　7・30
i

94－98

　36
81－82

43．30

　　0

　4．5

1．2721

1．0987

2．3208

22．27

14．90
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鍮｛灘灘：莞：

ll｛灘驚1

解　　　　　　　箭

纐　　　　　節　（偲）

繊　　　度（ヂlx一ル）

張　力（封デ轟圃ル」の

伸　　　　度（％）

色　　　　　　　澤

角蜀　　　　　　感

鑑　綿　水　分　（％）

緒総水　分　（％）

蛭襯水分（％）

謬翻灘謬

　　　　1
　24．ll

　20．75

　　2，29

　　2．53

表蛍トナリ
上層ヅル節
上ル

　　33
14J

3・86

2L7

10．54

922

7．52

　72“

　73

　24．47

　20，58

　　2．27

　　2．55

蒸溜水1・

大差ナシ

　　30
　　14，9

　　3．93

　　18，3

穂淡シ

塑化ナシ

　10．91

　　8．75

　　7、93

　　50

　　63

　27．65

　22．19

　　2．10

　　2．42

前1麗ヨリ
良fx了

　　23

　　14．4

　　3、41

　　20．9

租淡シ

墾化ナシ

　10，77

　　7。51

　　7，Il

　　53

　　63

　　26，38

　　21．40

　　　2．16

　　　2．49

1糟良好

　　32

　　14，7

　　3．51

　　20．3

和濃シ

　粗

　IO。65

　　9．08

　　8．17

　　53

　　67

　24．83

　2034

　　2．25

　　2，55

稽不良

　　31

　　14．1

　　343

　　18，8

濃　　シ

　粗

　10，69

　　6．94

　　6．87

　　5璽

　　65

　以上0）結果よの見る時は0．OO5ハ000000）1農度0）溶液に於ては蒸溜水さ少し

も異¢）す0．吐｝1／10t）000及（｝，02／1000000）揚ff・1｝二‘よ蒸溜ガくより去Pつて良女子なの

O．03／1000（10ρ）濃度より解餓ま不良ミなり生綜は着色の程度を」曾加し強力及紳

度も大ならざるなり、是等o）｝鮎よりして鐵明馨に於てはo・03／100000を以て

限堺宣爲すを適當なり言思考せらるsなり、爾ほ本艶に於ては一搬他の戴に比

して繰綜湯も濁ら一ざるなり。

　　　　　　　　第竺章　欝土に關する實験

　　　　　　　　　　　　　り　瞭ヒも土壌申に廣く存在せゐ鞭類にして從て製綜川水中にも峯く0）揚禽に於

て含有せらるsものなり。從て是れが繰綜上に及ぼす影響を探究する事も必要

なり：ご思考せらX．，以1：りb騨』1：．の1ヒ合物に就壷ては臨化榛1汲硫酸繰ヒに就音

て實瞼せり、其結黒を款ぎに認す。
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　　　　　　　　第一節　　臨化騨土に關する實験

　　　　げ
　　　（イ）　解　醐：曲　線

盛化馨土の次に記せる種々なる濃度の溶液に就き本乾繭青熟種の繭ll膏に就き

て前記の法に從ひ各時間に於ける可溶性窒素量を測定し訳の如き結県を得たり

供　試　液

蒸　1留　水

0．3／　100000

0．5　／　玉　ooooo

LO／100000

2，0／100000

五㈱1欄矧・脚P・一麟弗卜轍沸

0。67％

0、64

α73・

0．70

0．61

0．79％

O．98

1，03

0、92

0．9！

LO8％　　　　　　　L55％　　　　　　　　L99％

L3璽　　　　　　　L68　　　　　　　　2．03

L33　　　　　　　L88　　　　　　　　2，17

Q，98　　　　　　　　 1・46　　　　　　　　　2．00

0，98　　　　　　　　1．37　　　　　　　　　L98

　以上の数字は無水繭麿に鋤する溶解窒素景を表はす、是れによりて解好曲線

を求むる時は次の如し

多　，、叢淋
　　　　　t，・．」％－4～鴫
　　　　　5．・〃，f，／！σ伽
　　　　　tt．／ノンa－・bou・・e

　　　　　卿　≦≒ク争

　　　　　　　　　ねハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pm
　　σsノ゜　　36争　　　z　　　　　　　°　＾至瑠

　以上の結果にょる霊きは盤化磐土は0．5／100000以下の濃度に於τは解鰐は

蒸溜水を使用するより良好なるも0．5／100000を越し1／100000Eなる時殆ん

さ蒸溜水の揚合霊同様になり禽是より濃度増加するミきは溶解度は減少し解野



56　　　　　　　　　上田獄緕專門學校國窓曾報第十四號

はi次第に不良ミなるなりo　　　　　　　　　　　　　　　　　rt

　　（ロ）　叢繭湯及繰縣湯0）色の濃度

　叢繭湯一立繰糸添湯四立を使川し木乾青熟種100粒四四瓦σ）繭を川ぴて叢繭及

繰綜を行ひ其叢繭湯及纏聯湯の濃度を測定しで次の如き結果を得t：　p。

tJt試液の濃度　　Wt　繭　　湯　　繰　　懸　　湯

・．・／1。・…　1　‘　68！　　　・8
。．5．／1。。。。。　1　　　83　1　．　43

1　／　ユOoooo　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　83　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　43

2／100。。o　i　　　lo。　　　　　36
　　　　　　E

　供試液の濃度塘加するに從ひて叢繭湯は其濃度を増加するも繰綜湯は大差な

し。

　　（ノ、）　　　繰　　　綜　　　言罫こ　　験

　膏熟本乾繭一〇〇粒其重澱四四瓦を使川し溶液一立を以つて叢繭し四立を以

つて繰綜を行ひ訳の如き結果を得たり。

供試繭粒敷（粒）

供試繭重愚　（瓦）

繭｛器鷲）

．繍 ﾕ騰）
総　　晧　　間（分．秒）

揚　　繭　　敷　（粒）

残　　繭　　数（粒）

緒　　継　　i難（瓦）

蒸溜水

　lOO

　44
　6．00

94－96

37・00

78－79

43．0σ

　　0

　　5

LO827

織　　化　　響　　土
・・／1。・…［・・／・。。・・い／1。・6。。1・／…。・・

　玉00

　44
　　7

94－98

　37．5、

8Q－81

　44，5

　　0

　　4

1。18n

　100

　44

　　7

94－98

　36。5

80－81

　43．5

　　0

　　4

L3200

　100　　　　100

　44　　　　　44

　　8　　　　　　8

94－98　　　　　94－98

　3S　1　4α5
80　一一　81

　46
　0．5

　　4
“1　．3384

80－81

　48．5

　　0

　　4

1，3837
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蝉　襯　　量（瓦）

屑物　合　計k瓦’

蝋　重　　鑓（瓦）

生　　紡　　量　（瓦）

蜘｛灘鼎駕

ll灘驚1
解　　　　　　　劔

顯　　　　節（個）

繊　　度　（ヂ昌一’レ）

強　力（i断デニール瓦）

仲　　　　度　（％）

色　　　　　　　澤

角蜀　　　　　　　感

生翻　水　分（％）

緒　綜　水　分　（％）

蜥襯　水　分　（％）

欝膿（甥

L3500

2．4327

22．79

14．87

24．11

20，75

　2、29・

　2．53

表嚢トナリ
上暦ヅル節
上ル

　　33

　14．13

　　3．86

　　21．7

10．54

9．22

7．53

　72

L3728

25、544

2232

15，17

24．27

20．45

　2．47

　2．93

蒸溜水ト
大差ナシ

　　26

　14．00

　3．9281

　　20．2

10．54

8．07

7．84

　58

73　　　　　69

　　1」226

　2．4426

　　22．07

　　15．16

　　24．92

、　　20，91

　　2．40

　　2．865

稽良好ナ
リ

　　　34

　　14。12

　3．9708

　　20．3

10．31

7．61

6．85

　60

　69

　1．3638

　3．7022

　22．60

　14．96

　23．61

　19．51

　2、535

　　3．06

粕不良

　　36

　13．90

　3．7416

　　194

10．56

8．00

5

1　　1．2300

2，6137

3α30

三4．85

2L73

1a！8

　2．76

　3．29

不良

　32
14．32

3．630亘

　L90

10．45

8．08

8．051　8．18

65　　　　　65

70．5　　　　　6g

　珍上の結果による芝きは解野曲線の揚合に於ける霊同様にして0．5／100000

LJ下の濃度に於ては炎繭及繰綜時間も短縮し解舘ま良好なるも此の濃度を超過

し1／100000霊なる時は訳第に解野は不良に赴くなりb師ち嚢繭及び繰綜の爾時
　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　’
間も長くなり生綜の品質も害せられ強力及伸度も減少するに到るなり、是を以

て，1／100000を以つて隈界羅isなすを適當なり亡思考せらるsなり。

第二節　　硫酸馨土に鋤する實験

（イ）解斜曲　線
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　次に示せる各種硫酸鋒」二〇）溶液を使［IIし木lll乞繭胃熟種の繭暦を用ひ各時間に

於ける溶解性案素量を定搬し訳の姐き結果を得たり。

　前記の結果よ々）見る時は2／1⑪0000迄の溶液に於ては溶解度は次第に」曾加す

るも此濃度を越ゆるざきは溶解度は却つて減少するなり、印ち2／100000の濃

度迄は解傍は却つて良好なるも是を越すミきは解鰐は訳第に不良霊なるな⑳。

供　試　液

、蒸　潔　水

　o．5／IoooOQ

　1／100000

　2／100000

　3／100000

　5／100000

0．67％

O．56

0．61

0．61

0．53

0．50

0，79％

O，82

0．84

1

LO8％

LOg

IJ3

0・83i　　1・21

　　1α8° 奄P’°I

a7Pi　°’97 t

　　1．55％

　　1．55

　　1．63

　　1．73
N

　　L21

　　LOO

L99％

2．13

2．32

2．32・

璽．89

L73

　以ヒの結Jlgにより解斜曲線を求むる時は次の如し。

　　　（ロ）　蓑繭湯及繰綜湯の色の濃慶

　奏繭湯一一立繰綜湯四立を使用し木乾繭皆熱を用ひ繰綜試瞼な行ひ其賞繭及繰

系糸に就きて其の液の濃度を求め訳の如き結果を得ナこり。
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供　試　　液　　叢　繭　湯1繰　縣　湯
・・／1・・。・・AIL，（…，、）、1　　，1・

1／100000　　〃　　　　　　　　　71

2／100000　　　ク　　　　　　　　　　　76

3／100000　ク　　1　　　　83

5／1°°°°°　〃　i　　’83

　046

36

40

42

56

　溶液の濃度を塘加するに從いて；甦繭湯も繰綜湯も其σ）色の濃度を塘すべし

　　（ハ）繰綜試鹸
青熟本乾繭100粒其重量匹1四瓦を使川し叢繭湯呪、版緯綜湯四、7：を以て繰綜

試1験を行ひ次0）如き結果昂宇弩1たり。

供試繭粒敷（粒）

供試繭重鐙（瓦）

姻蒙燵（分秒（e））

舗｛羅鷲）

総　 時　 間（分秒）

揚　繭　敷（號）

一淺　 繭　 激（粒）

緒・絡　量（瓦ン

蝋　 襯’貴（瓦）

履物　合計1瓦）

蜥　堆　童（瓦）

生　綿　鑑（瓦）

硫　　酸　　磐　　土
・・／1…。・1　・／r・・。・・1・／1・。・…ノ1・。…1・ノ1・・…

　　L
1・。撃h・・

　4‘1　44
　6・00，　　　8

94－9w94一98
37．00

78－79

43．00

　　0

　　5

1．Q827

13500

2，4327

22．79

14．87

38

　100

　44
　　8

94－98

　37
81－82　　　　8】－82

　461　　　45

　0
　3
1．4171

1．1631

　0
　3．5

L3070

1．2326

2．58021　　　2．5396

　　1
2Z251　　　　23．02

15．60　　　　　15．2Z

　lOO

　44
　　8

94－98

　37．5

81－82

　45、5

　　0

41　41　タ5

　　l
　l◎Ol　　I◎o
　　，
　44　　　44
　　　　　81　　　9

94－98　　　94－98

　40．51　　42
s1　．．　s2i　81－82

　　1」
　491　　51

　　0　　　0
　　r

　　J1．3387　　　　　1．3771

1・33。・ o・・624

2．449212．6323

22．71　’　　　2L95

　　1
15・331　1S・17

　　1

1．4191

1．17

2．6789

－22．97

15．13
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・慰鶉：欝膿

雛糊鶉
解　　　　　　　　好

瀬　　，　飾　（個）

繊慶（ヂ昌μル）

強力（封テ・昌一ル筑）

伸　　　　度　（％ノ

色　　　　　　　澤

鯛　　　　　　　感

生終水分（％）

緒慈水分（％）
輔　襯　水　分　（％）

鰐讐雛：斐

　24．n　　　　23．845

　20．75　　　　　　ig．70

　　2．29　　　　　　2．51

　　2．53　　　　　　3．34

瀞顔・ナ
η上膳ヅ
tU節上ル

　　33

　14，13

3．86

21．7

蒸溜水｝・大

差ナシ

　　　3】

　　14．00

IO．54

9．22

7、53

72

73

3．64

19．1

10．18

7．59

7．46

67．5

70

24．79

20．375

　2．42

　2．94

櫓　　可

　　26
　　14．00

　　4．03

2L2

10．17

8．69

8．73

　68

70

　　　ト
　34．3sl　　　22．485

　30．07　　　　　18．59

　　　　Z465堰@2’665

　3．985　　　　　3．225

梢　　可　稽不良

　　　18　　　　25

13．80

111

1

10．！3

7．37

6．65

　68

14．12

3．董85

19．7

　　10．20

　　　6．37

1　　　6．02
1

　　　　68

70 70

21．61

1780

2．77

3．355

不　　良

　　40

　14，15

　3．385

19．8

10，07

7．35

6．66

　67

　69

以一ゆ結果によるSきは・／・・・…迄は騰鱒りて朗Sなり・繰細欄

は短縮し購難麟し角粥は良嬢なるも此濃度を越ゆ7・Sきは角皐馳媒

に不良Sなり繍繭は賑し3動及イ帳甑少するなり・そ轍2μ゜°°°⑪

の濃度を以つて限界Sなすを適當なりNS思考せられ得ゐなり。


